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英語 

 

Ⅰ 

多岐選択問題。出題の意図は、高校卒業までに学ぶ基本的文法・構文・語彙の修得度の測定に

ある。 

 

Ⅱ 

多岐選択問題。会話文を用いた読解問題である。出題の意図は、高校卒業までに学ぶ日常会

話表現を理解・活用する力、および会話の流れを論理的に把握する力の測定にある。 

 

Ⅲ 

多岐選択問題。長文を用いた読解問題であり、高校卒業までの学習内容で十分に対応可能で

ある。出題の意図は、文脈を捉え、論理的な思考に基づいて内容を理解する力の測定にある。 

 

Ⅳ 

Ａ：記述式の英作文問題。出題の意図は、短い口語的な日本文の内容を的確に英文に置き替え

る力（表現力）の測定にある。 

 

Ｂ：記述式かつ空所補充形式の英作文問題。出題の意図は、基本的語彙・文法・構文を活用する

力の測定にある。  



国語 

 

大問Ⅰの本文は大嶋仁『日本文化は絶滅するのか』。漢字を含む現代語に関する基礎的知識を

問いながら、一定の分量の現代文の読解力を測った。 

 

大問Ⅱの本文は『宇治拾遺物語』。基礎的な古典語知識、また古典語文法知識および古典文学

史の知識を問いながら、一定の分量の古典語文の読解力を測った。  



日本史 

 

Ⅰ 

古代の文章問題である。律令体制がいきづまり荘園公領制に移行していく 10 世紀から 11 世

紀中期にいたる政治過程について、荘園整理令の内容、受領・知行国などの国司制度の変容を

時系列のうえで理解しているかを問うている。 

 

Ⅱ 

中世の文章問題で、３つの文章を提示する。1 つは応仁の乱で、東軍・西軍の構成について、ま

た東西の分裂が東西２つの幕府の分裂の様相を示していることを問うている。２つめは、東国

における享徳の乱後の政治動向を室町幕府との関係および戦国大名小田原北条氏の誕生に

いたる政治動向を時系列的に理解しているか、そして３つめは明応の政変後の畿内政権の様

相を時系列的に理解しているかを問うている。 

 

Ⅲ 

近代の文章問題である。中国本土における 1926 年の北伐の開始から 1932 年の満州国の

成立にいたる政治過程について、内閣の方針と決定および政府方針の変化を国際関係とつき

あわせて時系列で理解しているかを問うている。 

 

Ⅳ 

近世の文章問題である。18 世紀末のロシアのラクスマンの根室入貢以後の政治・思想の状況

について、経世論の勃興、洋楽の吸収による海外事情の理解が、江戸幕府への体制批判につ

ながっていく様相について時系列的にその内容を理解しているかを問うている。  



世界史 

 

Ⅰ 

チグリス・ユーフラテス流域のメソポタミア文明と、ナイル川流域のエジプト文明について問う

設問である。古代メソポタミアでの王国の変遷や創始された楔形文字、ハンムラビ法典、古代

エジプトの神聖文字などについての語句を問う問題とした。 

 

Ⅱ 

唐の国際性に関して宗教の面から問う出題。仏教・道教・儒教にくわえてゾロアスター教・ネス

トリウス派キリスト教・マニ教などに関して基礎的な知識を問う。 

 

Ⅲ 

14 世紀からの中国の明王朝について、その国家体制の確立と、海洋国家としての明の一面に

ついて問題にした。 

 

Ⅳ 

ヨーロッパにおける「遅れた」国民国家化が周辺地域にもたらした影響として、帝国主義とファ

シズムの連続性という観点から、イタリアの状況を具体的な用語と共に理解しているか問う。  



政治経済 

 

Ⅰ 

国際連合の成立と組織について基本的な知識を問う。 

 

Ⅱ 

地球環境保護の取り組みと課題について基本的な知識を問う。 

 

Ⅲ 

高度経済成長期以降の農業政策の変遷について基本的な知識を問う。 

 

Ⅳ 

アメリカの政治制度および政治機構について基本的な知識を問う。 

  



数学 

 

１ 数学 I(2 次関数）と数学 II(積分）の範囲の知識と計算力をみる． 

２ 数学 A(期待値）の範囲の知識と計算力をみる． 

３ 数学 I(2 次関数）の範囲の知識と計算力をみる． 

４ 数学 II(三角関数）の範囲の知識と計算力をみる． 

 

 

  



数学(薬・歯) 

 

１ 数学 II（2 次方程式）の範囲の知識と計算力をみる． 

２ 数学 A(確率）の範囲の知識と計算力をみる． 

３ 数学 I(データの分析）の範囲の知識と計算力をみる． 

４ 数学 II(三角関数）と数学 II(高次方程式)の範囲の知識と計算力をみる． 

  



生物(薬・歯) 

 

Ⅰ 炭素同化の仕組みを理解し、光合成と化学合成に分けて考えることができるかを問う。正

しい語句を書いたり選択肢から選んだりすることができるか等によって評価する。 

 

Ⅱ 生体の四大構成成分の一つであるタンパク質の構造と性質の基礎的な知識を問う。 

 

Ⅲ ヒトの神経系やニューロンのはたらきに関する基本的な知識を問い、その理解度をみるこ

とを意図した。 

 

IV 生態系において多様な生物種が共存できる仕組みについて基本的な知識と理解を問う。

実験結果をもとに事象の原因を論理的に推理する思考力を問う。 

  



化学(薬・歯) 

 

Ⅰ 化学反応の量的関係に関する問題である。小問 1 は電子式についての基礎知識を問う。

小問 2 は水酸化バリウムと二酸化炭素の化学反応式を問う。小問 3 は過不足のある化学

変化の量的関係についての計算能力をみる。 

 

Ⅱ 化学平衡と溶液の濃度に関する問題である。小問1は平衡定数についての知識を問う。小

問 2 は質量パーセント濃度についての計算能力をみる。 

 

Ⅲ 気体の性質に関する問題である。気体の色やにおい、水溶液の性質、気体の製法に応じた

乾燥剤の種類についての知識を問う。 

 

Ⅳ 有機化合物の性質と反応に関する問題である。脂肪族化合物についての分子式・性質・反

応に関する説明文を参照し、小問 1 は有機化合物の一般名についての知識を、小問 2 は有

機化合物の構造を決定するための知識を問う。 

 

  



物理 

 

Ⅰ力学から、摩擦に関する出題である。 

摩擦係数、運動方程式などの理解を問う。 

 

Ⅱ熱力学から、気体の状態変化に関する出題である。 

状態方程式、気体のする仕事、定圧モル比熱などの理解を問う。 

 

Ⅲ電磁気学から、静電場に関する出題である。 

点電荷のまわりの電位、静電遮蔽などの理解を問う。 

 

 


